
平成２５年 製造業に係る休業４日以上の「墜落・転落」災害について 

 

（１）「年齢層」による墜落・転落災害の状況 

   ３０歳代、４０歳代で全体の５０人中４４％であり、６０歳以上が全体の２８％と三分の一を

占めている。 

 

（平成２５年発生登録された５０人の状況、以下も同様） 

 

（注：本件の数値は、休業４日以上の労働者死傷病報告登録情報によるものである。以下も同様） 

 

 

（２）「被災程度別」の状況 

   休業日数においては、１か月以下（１週間を超え１か月以下）が全体の四分の一を占めている。 

   なお、被災程度は、年齢層による差はない。 
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（３）「起因物別」の状況 

   事業場内において、点検作業などの非定常的な業務で使用される「はしご等」からの墜落・転

落が２６％を占めている。 

   また、構内の「階段等」からの転落も２０％、構内での荷役作業時の「トラック」からの転落

も１８％を占めている。 
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